<たましい>はなぜ病むのか --『淮南子』以後 by 平田, 昌司
Title<たましい>はなぜ病むのか --『淮南子』以後
Author(s)平田, 昌司








































































































































                                                                                                                                                              
い。 






（前 195～前 188）のころと推定した（『文子疏義』序の 6～8 ページ）。王氏の推定が正し
ければ、『文子』は『韓非子』と『淮南子』を結ぶ地位を占めることになる。 







































                                                                                                                                                              
じ記述がある。 
8 石田秀実『中国医学思想史』（東京大学出版会、1992 年）の指摘による。 






























































訳、岩波文庫、1967 年、67 ページ） 
  狂気には二つの種類があって、その一つは、人間的な病によって生じるもの、もう一
方は、神に憑かれて、規則にはまった慣習的な事柄をすっかり変えてしまうことによ




























































                                                   
15 このような方向づけの所産として、最も代表的なのが、科挙の試験で出題される「四書
文」の答案である。 
